
大大大震震震災災災・・・復復復興興興ニニニュュューーーススス（（（第第第２２２２２２報報報）））

平 成 ２３ 年 ９ 月 １５ 日 
仙台地方振興事務所水産漁港部 

１ 水産業復旧・復興に向けた対応状況（国及び県全体の動き） 

○宮城県内の水産物の放射性物質測定結果について 

 宮城県内で採取した水産物について，下記のとおり東北大学の協力を得て放射性物質の測定をしたの

で，その結果をお知らせします。 

１ 測定年月日 平成２３年９月１２・１３日 

２ 測定分析機関 東北大学（東北大学への協力依頼による） 

３ 測定結果 国が定めた暫定規制値を下回り，安全性に問題がないことが確認された。 

       放射性物質の値は採取日における値を示す。 

●水産物（採取日 平成２３年９月８～１２日）            （単位：ベクレル／ｋｇ） 

種  別 採取場所 放射性ヨウ素 放射性セシウム 

ゴマサバ 金華山沖 不検出 １０ 

マアナゴ 仙台湾 不検出 ４ 

マアジ 金華山沖 不検出 不検出 

イワナ 栗原市 不検出 ５ 

※食品衛生法の規定に基づく食品中の放射性ヨウ素の暫定規制値 ２，０００ ベクレル／ｋｇ 

※食品衛生法の規定に基づく食品中の放射性セシウムの暫定規制値  ５００ ベクレル／ｋｇ 

２ 管内の復興に向けた動き   

＜水産漁港部からのお知らせ＞ 

○塩釜市魚市場の水揚状況 

塩釜市魚市場の８月期水揚は，まぐろ延縄船や大目流し網を中心に，数量で２，７５４トン，金額で

１，５００，３６２千円となり，前年同期比数量で９９９トン，金額で５２２，２８２千円の増となっ

た。 
主な漁業種類はまぐろ延縄，かつお・まぐろ旋網，大目流し網であり，特にかつお・まぐろ旋網で前

年のキハダマグロに対し今年はホンマグロ中心の水揚げだったことにより，数量で１３３トン，金額で 
４１５，２２６千円の増，前年までにはなかった大目流し網の入港により数量で３９３トン，金額で 
９５，５４４千円の増となっている。 
 
 
 
 
 
 

塩釜市魚市場水揚状況 （ﾄﾝ，千円）

数量 金額 数量 金額 数量 金額
1 1,405 653,198 822 395,109 171% 165%
2 916 439,655 1,281 575,277 72% 76%
3 246 153,638 1,147 576,893 21% 27%
4 221 168,510 629 423,588 35% 40%
5 2,172 709,689 2,222 1,016,680 98% 70%
6 2,158 753,917 1,491 737,792 145% 102%
7 2,723 893,859 986 555,937 276% 161%
8 2,754 1,500,362 1,755 978,080 157% 153%
累計 12,595 5,272,828 10,333 5,259,356 122% 100%

平成２２年平成２３年 対比
月



＜トピックス＞ 

○「三陸塩竈ひがしもの」販売開始式 

平成１５年度より塩釜市水産振興協議会と塩釜市魚市 

場買受人協同組合がブランド化事業として取り組んでい 

るメバチマグロ「三陸塩竈ひがしもの」の販売開始式が 

９月１５日に塩釜市魚市場で開催され，第一便に仙台・ 

築地市場に向け出発した。 

 「三陸塩竈ひがしもの」とは，初秋から冬にかけて三 

陸東沖で漁獲され，特に目利きの仲買人の目にかなった 

脂ののったメバチマグロのことであり，平成１８年に商 

標登録されている。                      「三陸塩竈ひがしもの鏡割り」 

 当日は佐藤塩竈市長や業界関係者等が多数出席し，鏡割りや出発式が行われた後，試食会で延縄船６

隻が水揚げしたメバチマグロを使った「三陸塩竈ひがしもの」の握り寿司が提供され，出席者から好評

を博していた。 

○イオンでの水産加工品フェアに向け商談会開催 

１１月に県内のイオンで企画される水産加工品フェア 

「がんばろう塩釜 水産復興フェア」に向けた商談会が 

９月９日に塩釜ガス体育館を会場に開催された。 

当日は塩釜管内の水産加工業者２１社が参加，３班に 

分かれてイオンとの積極的な商談が行われた。今後，各 

社から候補として提出された計１４０アイテムからフェ 

アに出品される商品の選定が行われる。 

「がんばろう塩釜 水産復興フェア」１１月３日から９ 

日の１週間開催される予定となっている。         水産復興フェアに向けた商談会の様子 

○災害復旧応援職員の紹介 

大分県の漁港漁村整備課から来ました新納（にいの）といいます。かなり珍しい名字だと思いますが、

大分県でも初見の人には『しんのう・・・さん？』とよく言われます。 

 漁港関係の業務は今年で３年目になり、その内最初の一年だけ工事担当で残りの２年は計画担当なの

で久々の積算業務になるわけですが、大分県とは漁港の 

規模がかなり違って、担当したことのない施設も多く、 

スケールの大きさに圧倒されています。 

 こちらへは引き継ぎの前日に前入りして、早速、仙台 

観光を楽しませてもらいました。青葉城や瑞鳳殿、大崎 

八幡宮・・・と色々行ったのですが、仙台定禅寺ストリ 

ートジャズフェスティバルが丁度開催されていて、大変 

に盛り上がりました。 

 一ヶ月という短い期間ではありますが、一日でも早く 

戦力になれるように頑張りたいと思います。よろしくお 

願いします。                             新納竜市さん 


